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１ 寄附講座の目的 

生体機能分析医学講座は生体機能に重要な影響を与えるタンパク質の網羅的な解析か

ら、疾病の診断、予防、治療に有用なバイオマーカーの検出、同定を目的としている。 

 

２ 報告年度に係る取組状況 

平成２２年度は、５年プロジェクトの最後の年度であり、平成２２年５月３１日をもっ

て本講座は修了した。 

１）消化管粘膜における酸化修飾タンパク質の同定：ヘリコバクター・ピロリ感染胃粘

膜における一酸化窒素修飾タンパク質の検出ならびに同定を行った。最終的には、標的

タンパク質のいくつかを同定し、その機能解析に移行している。 

２）炎症性腸疾患における新規治療標的分子の同定：ラットデキストラン硫酸腸炎を用

いて新規な治療標的分子の網羅的プロテオミクスを実施し、炎症粘膜で有意に変動する

タンパク質を同定した。 
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